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Ⅸ 平成27年度 事業計画 

 

１ すべての県民への図書館サービスの提供 

項目 行動目標 27年度の事業内容 

(1) 
どこでも､
いつでも､
誰でも使
える図書
館 

ア 
どこでも、
いつでも
使える図
書館 

県図書館に直
接来館するこ
とが難しい県
民に対するサ
ービスを充実
させ、愛知県図
書館を身近に
します 

協力貸出を申し込んでから
届くまでの日数を短縮しま
す 

市町村立図書館への搬送便の週２便化を数館で実施 

個人貸出を行っていなかっ
た、地域資料を貸出できるよ
うにします 

実施計画に基づき地域行政資料の一部貸出を年度内に
試行（新規）  

雑誌を協力貸出の対象とし、
市町村立図書館で利用でき
るようにします 

協力貸出の対象とする雑誌、貸出冊数、貸出期間等の
具体的な方法案を作成  

遠隔地返却制度の対象範囲
の拡大を図ります  

新規参加候補の図書館との間で搬送計画を作成  

デジタル資料を積極的に導
入します  

音楽配信サービスの提供  

「貴重和本デジタルライブラリー」に順次新しいタイ
トルを追加  

イ 
誰でも使
える図書
館 

様々な生活条
件を担ってい
る人へのサービ
スを充実させま
す 

県図書館での障害者、高齢
者、外国人などへのサービス
を拡充します  

マルチメディアデイジーの導入（新規） 
テキストデイジーの活用  

市町村の図書館職員等を対象とした障害者サービス
に関する研修を実施 （新規） 市町村立図書館との連携を

深めます 

(2) 
地域の文
化・産業を
支える図
書館 

ア 
地域資料の
収集・保
存・提供 

地域資料の収
集・保存に力を
注ぐとともに、
効率的に利用
できる提供方
法を確立しま
す 

地域資料を重点的に収集し
ます（重点分野を年度ごとに
決めて収集します） 

市町村史誌を重点的に収集  

ホームページで公開してい
る「貴重和本デジタルライブ
ラリー」を拡充します  

「貴重和本デジタルライブラリー」に順次新しいタイ
トルを追加（再掲）  

地域資料のデジタル化を推
進します  

市町村の図書館職員を対象とした資料のデジタル化推
進に関する研修を実施 （新規） 

ホームページ内に「愛知県関
係資料ポータル」を新設しま
す  

「愛知県関係資料ポータル」を公開  

イ 
愛知の産業
の発展に貢
献する資料
の提供 

産業の発展に
貢献する資料
を提供します 

産業分野に関連する資料を重
点的に収集します  

愛知のものづくりに貢献する資料を積極的に収集  

(3) 
仕事や生活に役立つ
図書館 

県民が必要と
する情報を速
やかに提供す
るためのサー
ビスの充実を
図ります 

情報の入手に有効なオンラ
インデータベースを積極的
に導入します  

新しいデータベースの導入候補の選定 

資料の配置や表示をより利
用しやすいものにします 

ＡＶ室のサイン見直しと案内図の掲示  
４階フロアの配置とサインの見直し        

(4) 
若い人に読書の愉し
みを伝え知の力を育
てる図書館  

児童と大人の
間にある若年
層にむけて、読
書の重要性を
啓発し活性化
します 

若年層に向けた新しいイベ
ントを開催します  

見学者へのアンケートなどにより若年層からの意見を
聴取し、若年層向けのイベントを開催 

インターネットを利用した
若年層向けの情報発信を充
実します 

「てこぽん大賞」の投票など、利用者参加型コンテン
ツ等を用意  

高等学校など関係機関との
連携や支援を実施します 

教育委員会や学校図書館関係者と連携し、学校図書館
活性化事業に参画 （新規） 

市町村の図書館職員を対象としたヤングアダルトサー
ビス推進に関する研修を実施  

− 13 −



- 14 - 

 

(5) 
生涯学習
を支える
図書館 

ア 
情報活用力
向上への支
援 

図書館を生涯
学習の場とし
て活用できる
ようにします 

資料や情報を利用するための
力の向上のお手伝いをします

利用者向けに図書館資料に関する講座を開催  

イ 
ボランティ
ア活動の機
会の提供 

ボランティア活動の機会を提
供するとともに、ボランティア
との協働を充実します  

おはなし会サポーターの勉強会を開催 

大人向けおはなし会の開催  

ウ 
コミュニケ
ーションの
場の提供 

資料や情報を媒介としたコミ
ュニケーションの場の提供に
努めます  

利用者参加型イベントを実施  

 
２ 市町村図書館への支援 

項目 行動目標 27年度の事業内容 

(1) 
資料の提供 

広域的な観点
に立って資料
の提供・保存に
取り組みます 

県内の図書館の所蔵資料に
関する情報を迅速・的確に入
手できるようにシステム等
を整備します  

雑誌・新聞総合目録システムの改良とデータの更新 

(2) 
除籍される資料の保
存とあいちラストワ
ン・プロジェクトの推
進 

県内最後の 1 冊となる資料
を保存します 

ラストワン資料の整理・受入を継続するとともに、 
参加館を拡大  

(3) 
運営の助言 

市町村立図書
館がより質の
高いサービス
を提供できる
よう、運営を支
援します 

県図書館へのニーズを把握
するため、職員による市町村
立図書館訪問を実施します

市町村の中央図書館の1/3（16館）以上訪問  

図書館未設置町村の公民館
図書室等への支援を充実す
るとともに、自治体の理解を
促します  

図書館が設置されていない町村の公民館図書室等を訪
問し読書活動の推進を働きかけ 

(4) 
人材の育成 

市町村立図書館の人材育成
を支援します  

県教育委員会や関係団体との連携により研修事業を実
施 

市町村立図書館職員等を対象とした障害者サービス・
デジタル化推進・ヤングアダルトサービス推進に関す
る研修を実施（新規）（一部再掲） 

 

３ サービスを広げる図書館ネットワークの形成 

項目 行動目標 27年度の事業内容 

(1) 
「資料搬送・情報」の 
ネットワーク 

個々の図書館
では実施でき
ないサービス
の充実を図り
ます 

効率的な資料搬送ネットワ
ークにより相互貸借体制を
維持・発展させます  

福井県立図書館との協定締結による東海北陸地区の定
期搬送便の拡大 （新規） 

(2) 
「にぎわい」のネット 
ワーク 

新たなネット
ワークづくり
に力を入れ、サ
ービスの輪を
広げます 

県内図書館等と連携したイ
ベントの充実を図ります 

 
県内公立図書館連携イベントとして「＠ライブラリー」
を開催し、共同で広報を実施  
 

(3) 
「人」のネットワーク 

図書館の関連機関との人的
な連携を深めていきます 

大学や行政機関と協力し、講演会や資料展示などのイベ
ントを実施 

(4) 
「危機対応」のネット
ワーク 

県内外の図書館や図書館関
係団体等との連絡調整に努
めます  

東海北陸地区図書館協議会等を通して関係を強化 
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４ 図書館活動を支える体制の整備

項目 行動目標 27年度の事業内容 

(1) 
拠点図書
館として
の資料収
集と保存 

ア 
多様な資
料の収集 

拠点図書館と
して必要とさ
れる資料の拡
充や保存に向
けて行動しま
す 

資料収集計画を策定し、市町
村立図書館では購入しにく
い資料などを計画的に収集
します  

県立図書館として必要な資料を精選して収集するため
の年度計画を策定し、計画的に収集  

イ 
デジタル
資料への
対応 

デジタルで利用可能な資料
への対応を図ります  

国立国会図書館デジタル化資料の閲覧等の開始（新規）

新規にデジタル化する古書等の候補の選定 

ウ 
資料の 
保存 

資料の補修の方針を策定し、
計画的に実施します  

資料補修方針を策定 

(2) 
職員の育
成と効率
的な組織
づくり 

ア 
職員の 
育成 

研修や人材育
成を行うとと
もに、組織と業
務を精査しま
す 

人材の育成に努めスキルア
ップを図ります  

障害者サービス・デジタル化推進・ヤングアダルトサ
ービス推進に関する研修を実施（新規）（再掲） 
館内レファレンス研修を10回実施  

イ 
効率的な
組織づく
り 

組織運営の点検・見直しを
行い、改善を図ります 

平成28年度以降の適正な人員配置計画を策定 

(3) 
新たな図書館サービ
スの調査研究・開発 

県民や市町村
立図書館の意
見を踏まえ、新
しい方向性を
探ります 

新しい図書館サービスを調
査研究し、先進的なサービス
を試行します  

マルチメディアデイジーの導入及びテキストデイジー
の活用 （新規）（再掲）  

来館しなくても利用できるサービスなどの先進事例の
情報収集  

(4) 
利便性の高
い施設づく
り 

ア 
快適・安心
な施設づく
り 快適に安心し

て使える施設
をめざします 

居心地良く快適に利用でき
るよう、施設環境を整備しま
す  

閲覧席の椅子座面の修繕を順次実施 

利用者の要望を踏まえ快適な環境づくりの方策を検討

安心して利用できるよう、施
設の点検・修繕を行います

冷温水発生器の修繕 

無停電電源装置の更新 

イ 
サービスの
水準を高め
る施設づく
り 

サービスの水準を高めるの
に必要な機能の整備に努め
ます  

閉架書庫の電動書架の保守体制の見直し 

優先順位を考慮した整備のための方針の策定 

(5) 
効果的な広
報活動 

ア 
広報手法の
多様化 

県図書館をよ
り多くの方に
知っていただ
くために、従来
の広報手法に
加えて新しい
手法も展開し
ます 

スマートフォン対応のWeb
サイトを整備します  

スマートフォン対応のページ増を検討 

イ 
人が集まる
ホームペー
ジづくり 

利用者の読書
活動を支援す
るページを設
置します 

ホームページに子どもの読
書活動を支援するページを
設置します  

子どもの読書活動を支援するページを順次拡充 

ウ 
他機関との
連携による
情報発信 

情報発信を
新たなサー
ビスの検討
に活かしま
す 

他機関と連携して互いの行
催事の情報を発信します 

市町村立図書館等と連携した広報 

他機関と連携した講演会や資料展示を通じて情報発信
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